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未来に向けた「南越前町まちみらいアンケート調査」 

結果報告書概要 

  

１．調査の概要 

○以下の内容で、調査を実施しました。 

調査区域：南越前町全域 

調査対象：16 歳以上 39歳以下の方の中から 1,000 人を無作為抽出 

調査期間：令和元年 9月 20 日（金）～10 月 7日（月） 

調査方法：調査票を郵便にて配布・回収 

配 布 数：1,000 票 

回 収 数：336 票（回収率 33.6％） 

 

２．回答者の属性 

○回答者の属性は、以下の通りです。 

性 別：男性 43.5％、女性 56.5％ 

年 齢：16～19 歳 19.6％、20～23 歳 10.7％、24～27 歳 13.7％、28～31 歳 15.2％、 

32～35 歳 18.2％、36～39 歳 22.0％、不明・無回答 0.6％（令和元年９月１日現在） 

家族構成：一人暮らし世帯 3.3％、一世代世帯（夫婦のみ） 6.3％、二世代世帯（親と子） 48.8％、 

三世代世帯（親・子・孫） 36.9％、その他 4.8％ 

居住地区：南条地区 56.0％、今庄地区 31.8％、河野地区 10.7％、不明・無回答 1.5％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（人口ビジョン・総合戦略策定に関するアンケート調査） 

43.5 56.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 女性全体

（N=336）

19.6 10.7 13.7 15.2 18.2 22.0 0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1

16～19歳 20～23歳 24～27歳 28～31歳

32～35歳 36～39歳 不明・無回答

全体

（N=336）

3.3 

6.3 48.8 36.9 4.8 0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1

一人暮らし世帯 一世代世帯（夫婦のみ）

二世代世帯（親と子） 三世代世帯（親・子・孫）

その他 不明・無回答

全体

（N=336）

56.0 31.8 10.7 1.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1

南条地区 今庄地区 河野地区 不明・無回答

全体

（N=336）

＜性別＞ ＜家族構成＞ 

＜年齢＞ ＜居住地区＞ 
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３．調査結果（概要） 

【通勤・通学に関すること】 

 現在の就労・通学先は、「町外」が 81.0％、「町内」が 18.1％となっています。 

前回調査（平成 27 年実施）より、「町外」の割合が 3.7 ポイント増えています。【問５（１）】 

 

 

 

 

 

 

 

 将来仕事をしたい場所は、「町外」が 68.4％、「町内」が 27.7％となっています。 

【問５（３）】 

 

 

 

 

 

 

 

 家から就労・通学先までの移動時間は、「30～40 分未満」が 19.5％と最も多く、次いで「60 分以上」

が 16.2％、「40～50 分未満」が 13.6％となっています。通勤・通学先まで 40 分以上の方（「40～50

分未満」「50～60 分未満」「60 分以上」の合計）は 35.0％です。【問５（２）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

18.1 81.0 1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1

町内 町外 不明・無回答

全体

（N=310）

27.7 68.4 3.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1

町内 町外 不明・無回答

全体

（N=310）
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4.5 

10.1 

10.1 

13.0 

2.9 

19.5 

13.6 

5.2 

16.2 

3.6 

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0

５分未満

５～10分未満

10～15分未満

15～20分未満

20～25分未満

25～30分未満

30～40分未満

40～50分未満

50～60分未満

60分以上

不明・無回答

（N=308） （％）

合計 

35.0％ 
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【定住に関すること】 

 今後も南越前町に「住み続けたい」と「どちらかといえば住み続けたい」の合計が 56.2％を占めてい

ます。前回調査では南越前町に「住み続ける」と「たぶん住み続ける」の合計が 50.3％であり、「住

み続けたい」気持ちを持つ方の割合が増加していると考えられます。【問９（１）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 一方、「どちらかといえば転出したい」または「転出したい」と回答した方の理由としては、「交通の

利便性を高めるため」が 48.2％と最も多く、次いで「買い物や通院の利便性を高めるため」が 44.6％、

「就職や転勤に対応するため」が 42.2％と続いています。また、「自分のやりたいことに挑戦するた

め」が 27.7％と一定の割合を占めています。【問９（２）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

31.8 24.4 18.2 14.0 10.7 0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1

住み続けたい どちらかといえば住み続けたい

どちらともいえない どちらかといえば転出したい

転出したい 不明・無回答

全体

（N=336）

合計 56.2％ 

42.2 

10.8 

48.2 

44.6 

14.5 

27.7 

9.6 

0.0 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

就職や転勤に対応するため

結婚するため

交通の利便性を高めるため

買い物や通院の利便性を高めるため

自分の子供の誕生や成長に備えるため

自分のやりたいことに挑戦するため

その他

不明・無回答

（N=83） （％）
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【暮らしに関すること】 

 生活するうえで、現在の困りごとや不安なことは「救急医療機関が遠く、搬送に時間がかかる」が

34.2％と最も多く、次いで「あなた自身の通勤・通学が不便」が 31.8％、「サル・イノシシなどの獣

が多い（被害がある）」が 31.3％となっています。【問 11】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 10 年後の生活を考えたとき不安なことは、「救急医療機関が遠く、搬送に時間がかかる」が 34.2％と

最も多く、次いで「子どもの通う保育所・幼稚園・学校の子どもが少ない」が 25.9％、「近くに病院

がない」が 25.6％となっています。【問 11】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

28.0 

24.4 

34.2 

4.2 

15.2 

31.8 

5.4 

12.5 

12.5 

31.3 

4.5 

9.2 

6.5 

8.9 

7.4 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

近くで食料や日用品を買えない

近くに病院がない

救急医療機関が遠く、搬送に時間がかかる

子どもの通う保育所・幼稚園・学校が遠い

子どもの通う保育所・幼稚園・学校の子どもが少ない

あなた自身の通勤・通学が不便

金融機関や郵便局が近くになく、預貯金の出し入れ等が不便

文化・芸術・スポーツ・生涯学習活動の場がない

台風・地震・豪雪など災害で被災のおそれがある

サル・イノシシなどの獣が多い（被害がある）

親やあなた自身の介護が必要

住んでいる人が少なく、地域行事等のコミュニティが成り立たない

その他

特にない

不明・無回答

（N=336） （％）

24.1 

25.6 

34.2 

6.5 

25.9 

19.6 

5.7 

8.6 

17.0 

23.5 

25.0 

17.0 

3.3 

4.5 

7.7 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

近くで食料や日用品を買えない

近くに病院がない

救急医療機関が遠く、搬送に時間がかかる

子どもの通う保育所・幼稚園・学校が遠い

子どもの通う保育所・幼稚園・学校の子どもが少ない

あなた自身の通勤・通学が不便

金融機関や郵便局が近くになく、預貯金の出し入れ等が不便

文化・芸術・スポーツ・生涯学習活動の場がない

台風・地震・豪雪など災害で被災のおそれがある

サル・イノシシなどの獣が多い（被害がある）

親やあなた自身の介護が必要

住んでいる人が少なく、地域行事等のコミュニティが成り立たない

その他

特にない

不明・無回答

（N=336） （％）
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 南越前町に「愛着がある」が 36.6％、「どちらかといえば愛着がある」が 34.5％となっています。 

前回調査より、「愛着がある」が 1.6 ポイント減少し、「どちらかといえば愛着がある」も 4.1 ポイン

ト減少しています。【問 12（１）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【まちづくりに関すること】 

 これまで進めてきた町の取組みの現在の評価（満足度）と今後への期待（重要度）については、満足

度と重要度ともに「暮らしの安全」の割合が最も多く、次いで「結婚・出産・子育て環境の充実」、

「定住・移住・交流の促進」、「雇用の安定」の順となっています。【問 13】 

 

項 目 

現在の評価（満足度） 

「とても満足」「やや満足」 

の合計（％） 

今後への期待（重要度） 

「とても重要」と「やや重要」 

の合計（％） 

雇用の安定 12.8 61.6 

定住・移住・交流の促進 25.0 65.8 

結婚・出産・子育て環境の充実 42.2 74.4 

暮らしの安全 56.0 75.6 

 

 今後進めていくべき町の取組みについては、「安全に暮らせるまち」が 48.8％と最も多く、次いで「健

康に暮らせるまち」が 33.3％、「教育が充実しているまち」と「住環境が整備されているまち」が 31.0％

となっています。【問 14】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

36.6 34.5 19.6 4.8 

3.6 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1

愛着がある どちらかといえば愛着がある

どちらともいえない どちらかといえば愛着がない

愛着がない 不明・無回答

全体

（N=336）

33.3 

31.0 

48.8 

26.5 

31.0 

18.5 

14.3 

7.1 

6.8 

22.9 

8.9 

3.6 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

健康に暮らせるまち

教育が充実しているまち

安全に暮らせるまち

道路等のインフラが整っているまち

住環境が整備されているまち

自然環境と共生しているまち

観光が盛んで観光客でにぎわうまち

歴史文化が継承されるまち

すべての人が活躍できるまち

世代間・地域間で協力し助け合えるまち

住民によるまちづくりが盛んなまち

その他

（N=336） （％）
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 暮らしの中における交流について、現在参加しているものは「集落・地域活動に参加している」が、

44.0％と最も多くなっていますが、10 年後も「集落・地域活動に参加している」が 37.8％であり、

現在より 6.2 ポイント減少しています。その他の交流については、現在よりも 10 年後の割合が増加

しています。【問 15】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 南越前町において挑戦したいことについては、「スポーツ活動」が 20.2％と最も多く、次いで「子ど

も・生涯学習に関わる活動」が 18.2％、「まちづくりに関する活動」が 12.8％となっています。起業、

事業承継、農林水産業を合わせると 16.4％であり、仕事に繋がる分野に挑戦したい方が一定割合いる

と考えられます。また、61.6％が南越前町で挑戦したいことがあることが分かります。【問 16（１）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 それら（挑戦したいこと）の実現に向けては、「人口が少ない」「サポート体制がない」などの不安の

声が挙げられました。【問 16（２）記述式】 

 

44.0 

1.8 

8.0 

16.7 

5.7 

44.9 

0.0 20.0 40.0 60.0

集落・地域活動に参加している

集落・地域活動に中心的立場で参加している

町外に住む人々との交流の場に参加している

同世代の交流の場に参加している

多世代・多文化の交流の場に参加している

不明・無回答

（N=336） （％）

37.8 

7.1 

11.6 

25.3 

17.3 

40.2 

0.0 20.0 40.0 60.0

（N=336） （％）

現 在 10 年後 

9.5 

3.6 

3.3 

6.0 

10.7 

6.0 

3.9 

18.2 

20.2 

12.8 

3.9 

38.4 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

起業（新たにお店を開く・会社を設立）

事業承継（お店や会社の経営を継ぐ）

農林水産業

安全・防犯に関わる活動

医療・健康に関わる活動

環境保全・美化に関わる活動

歴史文化・伝統芸能の伝承に関わる活動

子ども・生涯学習に関わる活動

スポーツ活動

まちづくりに関する活動

その他

不明・無回答

（N=336） （％）

何らかの 

挑戦したいこと

がある 

61.6％ 


